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青銅製ポリ エチレ ン 管継手
（ 内面止水タ イ プ ）  分・ 止水栓用

1. 5ｍ未満1. 5ｍ未満

青銅製ポリ エチレ ン管継手
（ 内面止水タ イ プ ）  60°ロン グベンド

青銅製ポリ エチレ ン 管継手
（ 内面止水タ イ プ ）  分・ 止水栓用

シールリ ング止水栓

青銅製ポリ エチレ ン 管継手
（ 内面止水タ イ プ ）  60°ロン グベンド

JWWA型サド ル付分水栓AS
防食フ ィ ルム
イ ン サート リ ン グ（ 鋳鉄管の場合）

溶剤浸透防止被覆管
又は水道用ポリ エチレ ン 二層1種管

溶剤浸透防止被覆管
又は水道用ポリ エチレ ン 二層1種管

止水栓筐　SSB

6ｋ ｇ 以上( 10kgを 推奨する )
の荷重によ り 水平維持可

配管終了後、

ナッ ト の増締めを 行なう 。

6ｋ ｇ 以上( 10kgを 推奨する )
の荷重によ り 水平維持可

6ｋ ｇ 以上( 10kgを 推奨する )
の荷重によ り 水平維持可

継手端末部には、 必ず

溶剤浸透防止用のテープ

を 巻き 、 保護する。

メ ータ セ ッ ト

給水管施工延長表(路線④)

水栓番号 ﾒ-ﾀ-番号 申　請　者
公道内延長 側溝

管布設区分延長(ｍ)

宅地部道路部

復旧施工法 既　設
給水管
口　径

既設給水管

管　　種

配　水　管

管種・口径

給水管

口　径
住　　所 備　　考

宅内延長

40306 3.4 As有HPPEφ100 φ25 φ25 HIVPCo0.7

注記
  １ ． ポリ エチレン 管使用の場合は、 溶剤浸透防止被覆管又はJI S K 6762 水道用二層1種管を使用する 事。
  ２ ． 水道用ポリ エチレン二層1種管を 使用する場合は、 ポリ スリ ーブを使用し て完全な耐溶剤処理を行い、 且つ水道課の検査を必要と する。
  ３ ． 溶剤浸透防止被覆管と 継手を 接続する場合は、 溶剤浸透防止層を 残し て外面被覆層のみカ ッ ト する事( 継手は内面止水タ イ プの継手を使用） 。
　 ４ ． 止水栓までポリ エチレン管を敷設する場合は止水栓筐の内側に、 メ ータ まで敷設する場合はメ ータ ボッ ク ス内側に必ずポリ 管使用と 明記する（ テプラ又はマジッ ク ） 。
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